
１．はじめに

　名古屋文理大学では，2011年から毎年情報メディア学

科の新入生全員に iPad を配布し，授業や学習支援など

様々な場面で利用してきた1-6)．2014年度には４学年と

も iPad を所有し , 初年次教育から卒業研究，そして就職

活動（図１）にまで利用が広がった．

　一方，芸術やデザインの分野では，自作のデザイン画

や作品の写真，展覧会出展やコンテスト受賞歴などを印

刷してファイルした資料（アート・ポートフォリオ）を

作成して自分の能力や経歴を伝えるために利用すること

が一般化している．「ポートフォリオ」は書類を持ち運

ぶ「紙ばさみ」を意味するが，一般に「アート・ポート

フォリオ」の意味で使われるようになった．

　さらに，ポートフォリオをデジタル化した「電子ポー
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の新入生全員に を配布し，授業や学習支援など様々な

場面で利用してきた ． 年度には４学年とも を

所有し初年次教育から卒業研究，そして就職活動（図１）に

まで利用が広がった．

図 就職活動での による電子ポートフォリオの活用
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トフォリオ（e-portfolio）」7-14) が様々な目的で開発・利用

されるようになり，学習成果の向上を目指して LMS（学

習管理システム）の機能を持つものなどが現れ，大学な

どの教育7-12)での利用（学習ポートフォリオ）が広がった．

名古屋文理大学では WebClass（日本データパシフィッ

ク社）が LMS として導入されｅポートフォリオ機能が

学習に利用できる7)．

　電子ポートフォリオの，就職活動での利用13-14)（キャ

リア・ポートフォリオ）（図１）も広がりつつある．名

古屋文理大学でも，情報メディア学科の学生を対象に，

デザイン・映像・サウンドなどのコンテンツや情報シス

テムの開発（クリエイティブ分野）での就職を想定して，

iPad を使った電子ポートフォリオ（キャリア・ポートフォ

リオ）（図１）の作成を促して，自分の作品を見せて就

職活動での自己アピールに利用できるように支援する取

り組みを2014年から始めた14）．これは，従来とは異なる

アプローチの就職支援である．

　本論文では，本章（第１章）に続いて，情報メディア

学科の新しい就職支援の概要を述べ（第２章），実施し

た「iPad による電子ポートフォリオ作成講座」と受講し

た学生の意識（第３章），および電子ポートフォリオや

学生が開発したコンテンツを学外に出展した「デジタル

コンテンツ博覧会への出展」（第４章）について報告し

た後，まとめ（第５章）を記す．

２．クリエイティブ分野への就職の支援

　エントリーシートや履歴書を文章で記し，志望動機や

自己アピールを文章と口頭で伝える通常の就職活動に比

べて，クリエイティブ分野の就職選考の際には，作品

の提出やプレゼンテーションを求められることもあり，

ポートフォリオの利用が有効である．さらに，情報メディ

ア学科で学ぶ CG・映像・DTM・Web デザイン・モバイ

ルシステムなどのメディアコンテンツは，動画・音声・

インタラクティブな操作を伴うシステムを含むことも多

いため，紙媒体では伝えにくく，iPad 上や Web 上で閲

覧できる電子ポートフォリオが適している．

　情報メディア学科（１学年定員100人）では，学生全

員が所持している iPad を利用して，学生自身のデジタ

ル作品，レポートや調査などの学習成果，研究活動や学

生生活で体験・参加したイベントの様子の写真などを電

子ポートフォリオにまとめて就職活動に利用できるよう

に，就職支援員３名を配して，教員とともに電子ポート

フォリオの作成を促した．

　これは，キャリア支援センターによる就職斡旋や活動

支援，学内企業展，就職面談，企業等でのインターンシッ

プ，学科教員による求人開拓や就職先紹介，企業見学会，

就職委員会らによるキャリアデザイン科目や就職ガイダ

ンス，など，年々工夫を重ねて強化されている従来から

の支援活動とも並行して行われた．

３．「電子ポートフォリオ作成講座」の開催と 

　　学生の意識

　これまでに実施した就職支援員による「電子ポート

フォリオ作成講座」の内容を紹介し，アンケート結果か

ら分かった学生の意識と，継続的な個別相談について記

す．

3.1．開催した「電子ポートフォリオ作成講座」の内容

　表１に示すように，2014年12月に，支援員１名と外部

講師１名（本学科卒業生）による最初の電子ポートフォ

リオ作成講座14) を開催して以来，2016年度現在までに，

３～４年生を対象とした講演や個別指導を定期的に実施

してきた．2015年度と16年度は支援員３名が，年間に渡っ

て，学科指導教員と共同で個々の学生の就職希望の把握

や相談に応じたり，キャリア支援センターの就職斡旋に

誘導したりしつつ，「iPad による電子ポートフォリオ作

成講座」を継続的に開催し，個別指導も実施した（表１）

（図２）．

　2015年度からの「実践講座」（表１）では，支援員が

それぞれの経験を元に作成した電子ポートフォリオを参

考に，学生自身が電子ポートフォリオを作成した．

表１　実施した電子ポートフォリオ作成講座の一覧 

サウンドなどのコンテンツや情報システムの開発（クリエイテ

ィブ分野）での就職を想定して， を使った電子ポートフ

ォリオ（キャリア・ポートフォリオ）（図１）の作成を促して，自分

の作品を見せて就職活動での自己アピールに利用できるよ

うに支援する取り組みを 年から始めた ）．これは，従

来とは異なるアプローチの就職支援である．

本論文では，本章（第１章）に続いて，情報メディア学科の

新しい就職支援の概要を述べ（第２章），実施した「 によ

る電子ポートフォリオ作成講座」と受講した学生の意識（第３

章），および電子ポートフォリオや学生が開発したコンテンツ

を学外に出展した「デジタルコンテンツ博覧会への出展」

（第４章）について報告した後，まとめ（第５章）を記す．

２．クリエイティブ分野への就職の支援

エントリーシートや履歴書を文章で記し，志望動機や自己

アピールを文章と口頭で伝える通常の就職活動に比べて，

クリエイティブ分野の就職選考の際には，作品の提出やプレ

ゼンテーションを求められることもあり，ポートフォリオの利用

が有効である．さらに，情報メディア学科で学ぶ ・映像・

・ デザイン・モバイルシステムなどのメディアコンテ

ンツは，動画・音声・インタラクティブな操作を伴うシステムを

含むことも多く，紙媒体では伝えにくく， 上や 上で

閲覧できる電子ポートフォリオが適している．

情報メディア学科（１学年定員 人）では，学生全員が

所持している を利用して，学生自身のデジタル作品，レ

ポートや調査などの学習成果，研究活動や学生生活で体

験・参加したイベントの様子の写真などを電子ポートフォリオ

にまとめて就職活動に利用できるように，就職支援員３名を

配して，教員とともに電子ポートフォリオの作成を促した．

これは，キャリア支援センターによる就職斡旋や活動支援，

学内企業展，就職面談，企業等でのインターンシップ，学科

教員による求人開拓や就職先紹介，企業見学会，就職委員

会らによるキャリアデザイン科目や就職ガイダンス，など，

年々工夫を重ねて強化されている従来からの支援活動とも

平行して行われた．

３．「電子ポートフォリオ作成講座」の開催と学生の意識

これまでに実施した就職支援員による「電子ポートフォリ

オ作成講座」の内容を紹介し，アンケート結果から分かった

学生の意識と，継続的な個別相談について記す．

．開催した「電子ポートフォリオ作成講座」の内容

表１に示すように， 年 月に，支援員１名と外部講師

１名（本学科卒業生）による最初の電子ポートフォリオ作成講

座 を開催して以来， 年度現在までに，３～４年生を

対象とした講演や個別指導を定期的に実施してきた．

年度と 年度は支援員３名が，年間に渡って，学科指導教

員と共同で個々の学生の就職希望の把握や相談に応じたり，

キャリア支援センターの就職斡旋に誘導したりしつつ，「

による電子ポートフォリオ作成講座」を継続的に開催し，個

別指導も実施した（表１）（図２）．

（ａ）大講義室での講座（講演）の様子

（ｂ）小教室での実践講座（ワークショップ）の様子

図２． 「電子ポートフォリオ制作講座」の様子

表１ 実施した電子ポートフォリオ作成講座の一覧

開催年月 講座タイトル 対象学年 内 容

年 月 「 による電子ポートフォリオ作成講座」 年生 電子ポートフォリオの活用事例の紹介と活用推奨

年 月 「 による電子ポートフォリオ作成実践講座」 年生 電子ポートフォリオの作成方法の具体的な教授

年 月〜 「 による電子ポートフォリオ作成実践講座２」 年生 電子ポートフォリオの作成を個別指導 実践

月〜 「電子ポートフォリオからの履歴書作成講座」 年生 電子ポートフォリオから履歴書を作成する方法

月〜 「 による電子ポートフォリオ作成実践講座」 年生 電子ポートフォリオの作成を個別指導 実践

月〜 年 月 「電子ポートフォリオからの履歴書作成講座」 年生 電子ポートフォリオから履歴書を作成する方法
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　2016年5月からは，クリエイティブ分野だけでなく一

般に就職に必要な履歴書の作成に苦労している学生向け

に，電子ポートフォリオを履歴書に活用する講座も開催

した（表１）．

3.2．アンケートの結果と学生意識

　2014年12月と2015年11月に実施した「ポートフォリオ

作成講座」（表１）で講座終了後にそれぞれ受講学生に

対してアンケートを行った．2014年のアンケート（図３）

では，回答した54人のうち17人（31％）が，「就職先の希望」

としてクリエーション分野を，IT 系技術者の12人を加

えると29人（54％）と過半数が制作・開発を希望してい

た（図３Ｑ１）．しかし，「電子ポートフォリオの存在を

知っていましたか」との問いで「知っていて準備してい

る」と答えたのは１名のみで「全く知らなかった」も17

人（31％）に上った（図３Ｑ２）．図３Q ３のように，「自

己アピールを文章で表現するのと電子ポートフォリオで

作品を見せるのと」効果を比較すると「電子ポートフォ

リオ」24人，「やや電子ポートフォリオ」25人の合計49

人（90％）が電子ポートフォリオの方が効果的と答えた

（図３Ｑ３）．また図３Ｑ４のように「iPadによる電子ポー

トフォリオ作成講座」が自分の就職活動に「とても活か

せそう」9人「活かせそう」32人の合計41人（76％）が

電子ポートフォリオを就職に活かせそうだと答えた．

　2015年に行ったアンケートの結果は図４のようになっ
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これまでに実施した就職支援員による「電子ポートフォリ
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．開催した「電子ポートフォリオ作成講座」の内容

表１に示すように， 年 月に，支援員１名と外部講師

１名（本学科卒業生）による最初の電子ポートフォリオ作成講

座 を開催して以来， 年度現在までに，３～４年生を

対象とした講演や個別指導を定期的に実施してきた．

年度と 年度は支援員３名が，年間に渡って，学科指導教

員と共同で個々の学生の就職希望の把握や相談に応じたり，

キャリア支援センターの就職斡旋に誘導したりしつつ，「

による電子ポートフォリオ作成講座」を継続的に開催し，個

別指導も実施した（表１）（図２）．

（ａ）大講義室での講座（講演）の様子

（ｂ）小教室での実践講座（ワークショップ）の様子

図２． 「電子ポートフォリオ制作講座」の様子

表１ 実施した電子ポートフォリオ作成講座の一覧

開催年月 講座タイトル 対象学年 内 容

年 月 「 による電子ポートフォリオ作成講座」 年生 電子ポートフォリオの活用事例の紹介と活用推奨

年 月 「 による電子ポートフォリオ作成実践講座」 年生 電子ポートフォリオの作成方法の具体的な教授

年 月〜 「 による電子ポートフォリオ作成実践講座２」 年生 電子ポートフォリオの作成を個別指導 実践

月〜 「電子ポートフォリオからの履歴書作成講座」 年生 電子ポートフォリオから履歴書を作成する方法

月〜 「 による電子ポートフォリオ作成実践講座」 年生 電子ポートフォリオの作成を個別指導 実践

月〜 年 月 「電子ポートフォリオからの履歴書作成講座」 年生 電子ポートフォリオから履歴書を作成する方法

　（ａ）大講義室での講座（講演）の様子

サウンドなどのコンテンツや情報システムの開発（クリエイテ

ィブ分野）での就職を想定して， を使った電子ポートフ

ォリオ（キャリア・ポートフォリオ）（図１）の作成を促して，自分

の作品を見せて就職活動での自己アピールに利用できるよ

うに支援する取り組みを 年から始めた ）．これは，従

来とは異なるアプローチの就職支援である．

本論文では，本章（第１章）に続いて，情報メディア学科の

新しい就職支援の概要を述べ（第２章），実施した「 によ

る電子ポートフォリオ作成講座」と受講した学生の意識（第３

章），および電子ポートフォリオや学生が開発したコンテンツ

を学外に出展した「デジタルコンテンツ博覧会への出展」

（第４章）について報告した後，まとめ（第５章）を記す．

２．クリエイティブ分野への就職の支援

エントリーシートや履歴書を文章で記し，志望動機や自己

アピールを文章と口頭で伝える通常の就職活動に比べて，

クリエイティブ分野の就職選考の際には，作品の提出やプレ

ゼンテーションを求められることもあり，ポートフォリオの利用

が有効である．さらに，情報メディア学科で学ぶ ・映像・

・ デザイン・モバイルシステムなどのメディアコンテ

ンツは，動画・音声・インタラクティブな操作を伴うシステムを

含むことも多く，紙媒体では伝えにくく， 上や 上で

閲覧できる電子ポートフォリオが適している．

情報メディア学科（１学年定員 人）では，学生全員が

所持している を利用して，学生自身のデジタル作品，レ

ポートや調査などの学習成果，研究活動や学生生活で体

験・参加したイベントの様子の写真などを電子ポートフォリオ

にまとめて就職活動に利用できるように，就職支援員３名を

配して，教員とともに電子ポートフォリオの作成を促した．

これは，キャリア支援センターによる就職斡旋や活動支援，

学内企業展，就職面談，企業等でのインターンシップ，学科

教員による求人開拓や就職先紹介，企業見学会，就職委員

会らによるキャリアデザイン科目や就職ガイダンス，など，

年々工夫を重ねて強化されている従来からの支援活動とも

平行して行われた．

３．「電子ポートフォリオ作成講座」の開催と学生の意識

これまでに実施した就職支援員による「電子ポートフォリ

オ作成講座」の内容を紹介し，アンケート結果から分かった

学生の意識と，継続的な個別相談について記す．

．開催した「電子ポートフォリオ作成講座」の内容

表１に示すように， 年 月に，支援員１名と外部講師

１名（本学科卒業生）による最初の電子ポートフォリオ作成講

座 を開催して以来， 年度現在までに，３～４年生を

対象とした講演や個別指導を定期的に実施してきた．

年度と 年度は支援員３名が，年間に渡って，学科指導教

員と共同で個々の学生の就職希望の把握や相談に応じたり，

キャリア支援センターの就職斡旋に誘導したりしつつ，「

による電子ポートフォリオ作成講座」を継続的に開催し，個

別指導も実施した（表１）（図２）．

（ａ）大講義室での講座（講演）の様子

（ｂ）小教室での実践講座（ワークショップ）の様子

図２． 「電子ポートフォリオ制作講座」の様子

表１ 実施した電子ポートフォリオ作成講座の一覧

開催年月 講座タイトル 対象学年 内 容

年 月 「 による電子ポートフォリオ作成講座」 年生 電子ポートフォリオの活用事例の紹介と活用推奨

年 月 「 による電子ポートフォリオ作成実践講座」 年生 電子ポートフォリオの作成方法の具体的な教授

年 月〜 「 による電子ポートフォリオ作成実践講座２」 年生 電子ポートフォリオの作成を個別指導 実践

月〜 「電子ポートフォリオからの履歴書作成講座」 年生 電子ポートフォリオから履歴書を作成する方法

月〜 「 による電子ポートフォリオ作成実践講座」 年生 電子ポートフォリオの作成を個別指導 実践

月〜 年 月 「電子ポートフォリオからの履歴書作成講座」 年生 電子ポートフォリオから履歴書を作成する方法

　（ｂ）小教室での実践講座（ワークショップ）の様子

図２　「電子ポートフォリオ作成講座」の様子

Ｑ１：現時点での就職先の希望は？ （主な１つに○） 

Ｑ２: 電子ポートフォリオの存在を知っていましたか． 

Ｑ３: 自分が希望する卒業後の進路を考えて，企業などへの自己アピール

を，履歴書や志望動機の文章で表現するのと，電子ポートフォリオで作品を

見せるのとどちらが効果的と感じましたか． 

 

Ｑ４： 講座の内容は自分の就職活動に活かせそうですか． 

図３． 「電子ポートフォリオ作成講座」 アンケート結果

年度からの「実践講座」（表１）では，支援員がそれぞ

れの経験を元に作成した電子ポートフォリオを参考に，学生

自身が電子ポートフォリオを作成した．

年 月からは，クリエイティブ分野だけでなく一般に

就職に必要な履歴書の作成に苦労している学生向けに，電

子ポートフォリオを履歴書に活用する講座も開催した（表１）．

．アンケートの結果と学生意識

年 月と 年 月に実施した「ポートフォリオ

制作講座」（表１）で講座終了後にそれぞれ受講学生に対し

てアンケートを行った 年のアンケート（図３）では，回答

した 54人のうち 17人（31％）が，「就職先の希望」としてクリ
エーション分野を，IT 系技術者の 12 人を加えると 29 人

（54%）と過半数が制作・開発を希望していた（図３Ｑ１）．し
かし，「電子ポートフォリオの存在を知っていましたか」との

問いで「知っていて準備している」と答えたのは１名のみで

「全く知らなかった」も 17 人（31％）に上った（図３Ｑ２）．図３
３のように，「自己アピールを文章で表現するのと電子ポ

ートフォリオで作品を見せるのと」効果を比較すると「電子ポ

ートフォリオ」24 人，「やや電子ポートフォリオ」25 人の合計

49 人（90％）が電子ポートフォリオの方が効果的と答えた
（図３Ｑ３）．また図３Ｑ４のように「iPad による電子ポートフォ

リオ作成講座」が自分の就職活動に「とても活かせそう」9 人

「活かせそう」32人の合計41人（76%）が電子ポートフォリオ
を就職に活かせそうだと答えた． 

年に行ったアンケートの結果は図４のようになった

「就職先の希望」として 人中 人（ ％）がクリエーション

分野， 系技術者の 人を加えると 人（ ）と過半数が

制作やソ開発を希望している点（図４Ｑ１）は 年度（図３

Ｑ１）と同様である． 年度には「電子ポートフォリオに加

えられる作品をすでに持っている」学生が 人 いた

（図４Ｑ２）が電子ポートフォリオの作成は「わりと簡単だった」

７人に対して 「苦労する」と感じた学生が 人，「難しかった」

と感じた学生が７人いた（図４Ｑ３）．多くの学生に電子ポート

フォリオを作成して活用してもらうためには，支援が必要と考

えられる．

２０１６年度の講座でも，授業で学んだ成果を自己アピー

ルに使うことを躊躇していた学生から「実際に電子ポートフォ

リオにまとめることで自分を見つめ直し，自己を再発見する

きっかけとなった」という声があった．また，就職活動用の履

歴書の自己アピール欄の記入を効果的にするために開催し

た「電子ポートフォリオからの履歴書作成講座」に参加した

学生のからは「これまで自分のアピールポイントを挙げられ

なかったが，講座によって自己分析ができた」という声が複

数あった．
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図３　「電子ポートフォリオ作成講座」(2014)
アンケート結果 
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ション分野，IT 系技術者の11人を加えると16人（51％）

と過半数が制作やソフトウェア開発を希望している

点（図４Ｑ１）は2014年度（図３Ｑ１）と同様である．

2015年度には「電子ポートフォリオに加えられる作品を

すでに持っている」学生が19人(61％）いた（図４Ｑ２）が ,

電子ポートフォリオの作成は「わりと簡単だった」７人

に対して ,「苦労する」と感じた学生が14人，「難しかっ

た」と感じた学生が７人いた（図４Ｑ３）．多くの学生

に電子ポートフォリオを作成して活用してもらうために

は，支援が必要と考えられる．

　2016年度の講座でも，授業で学んだ成果を自己アピー

ルに使うことを躊躇していた学生から「実際に電子ポー

トフォリオにまとめることで自分を見つめ直し，自己を

再発見するきっかけとなった」という声があった．また，

就職活動用の履歴書の自己アピール欄の記入を効果的に

するために開催した「電子ポートフォリオからの履歴書

作成講座」に参加した学生のからは「これまで自分のア

ピールポイントを挙げられなかったが，講座によって自

己分析ができた」という声が複数あった．

　電子ポートフォリオを作成したあと，「実際の面接会

場に iPad を持ち込むのは勇気がいる」という学生がい

たが，電子ポートフォリオを履歴書の記入の際に自己分

析の資料としても活用できることをアドバイスした．

　また，クリエイティブ業界以外の分野の就職採用でも

「ポートフォリオを見せて欲しい」という条件が出され

たケースが2015年にも2016年にもあり，講座での経験を

生かしてポートフォリオを企業へ提出し，実際に内定に

繋がった学生もあった．

3.3.　電子ポートフォリオの学内展示と個別相談

　電子ポートフォリオの作成講座だけでなく，図５のよ

うに学生食堂や図書館など大学内に「学生の電子ポート

フォリオ展示中」というパネルとともに大型モニタや

図４ 「電子ポートフォリオ作成講座」（ ）アンケート結果

電子ポートフォリオを作成したあと，「実際の面接会場に

を持ち込むのは勇気がいる」という学生がいたが，電子

ポートフォリオを履歴書の記入の際に自己分析の資料として

も活用できることをアドバイスした．

また，クリエイティブ業界以外の分野の就職採用でも「ポ

ートフォリオを見せて欲しい」という条件が出されたケースが

年にも 年にもあり，講座での経験を生かしてポー

トフォリオを企業へ提出し，実際に内定に繋がった学生もあ

った．

電子ポートフォリオの学内展示と個別相談

電子ポートフォリオの作成講座だけでなく，図５のように学

生食堂や図書館など大学内に「学生の電子ポートフォリオ展

示中」というパネルとともに大型モニタやｉＰａｄの画面に動画

で学生たちの作成したポートフォリオの一部を紹介して展示

したり，食堂や学生たちのゼミ室で個別に「電子ポートフォリ

オ」の例を見せたりしながら，作成の支援を行ったり，就職活

動全般に関する相談も，支援員が随時行った（図５）．継続

的な個別支援によって，電子ポートフォリオの作成と活用の

普及を図った．

（ａ）学生食堂での電子ポートフォリオの展示と個別指導

（ｂ）ゼミ室での個別指導の様子

図５ 電子ポートフォリオの展示と作成の個別指導の様子

４．電子ポートフォリオと学生コンテンツの学外出展

～「デジタルコンテンツ博覧会ＮＡＧＯＹＡ」への出展

年から毎年 月に名古屋栄のナディアパークで開

催された産学による「デジタルコンテンツ博覧会 」

（実行委員会：名古屋市，中日新聞社，中部ゲーム産学協議

会主催）に 本学は「情報メディア学生プロジェクト」としてブ

ース（図６）を出展し，学生開発によるデジタルコンテンツ作

品や電子ポートフォリオの紹介を行った．本学は 年か

ら 年まで３年連続して出展した．（図６）

例として， 年度の名古屋文理大学の学生作品の出展

内容を列挙すると，表２のとおりである．

現時点 年生 での就職先の希望は？

など 系の就職先を希望

事務職などの就職先を希望

映像系の就職先を希望

音楽系の就職先を希望

マスコミ などの就職先を希望

公務員などの就職先を希望

その他

人 人 人 人 人 人

人

電子ポート フォリ オを作成した実感は？

簡単だった ※ 人
わり と簡単だった

苦労する部分もあった

難しかった

その他

人 人 人 人

電子ポート フォリ オに加えられる作品があるかどう か

独自に制作したものがある
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加えられるか分からないが作品がある

特に制作していない

その他
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図４　「電子ポートフォリオ作成講座」（2015）
アンケート結果 

図４ 「電子ポートフォリオ作成講座」（ ）アンケート結果

電子ポートフォリオを作成したあと，「実際の面接会場に

を持ち込むのは勇気がいる」という学生がいたが，電子

ポートフォリオを履歴書の記入の際に自己分析の資料として

も活用できることをアドバイスした．

また，クリエイティブ業界以外の分野の就職採用でも「ポ

ートフォリオを見せて欲しい」という条件が出されたケースが

年にも 年にもあり，講座での経験を生かしてポー

トフォリオを企業へ提出し，実際に内定に繋がった学生もあ

った．

電子ポートフォリオの学内展示と個別相談

電子ポートフォリオの作成講座だけでなく，図５のように学

生食堂や図書館など大学内に「学生の電子ポートフォリオ展

示中」というパネルとともに大型モニタやｉＰａｄの画面に動画

で学生たちの作成したポートフォリオの一部を紹介して展示

したり，食堂や学生たちのゼミ室で個別に「電子ポートフォリ

オ」の例を見せたりしながら，作成の支援を行ったり，就職活

動全般に関する相談も，支援員が随時行った（図５）．継続

的な個別支援によって，電子ポートフォリオの作成と活用の

普及を図った．

（ａ）学生食堂での電子ポートフォリオの展示と個別指導

（ｂ）ゼミ室での個別指導の様子

図５ 電子ポートフォリオの展示と作成の個別指導の様子

４．電子ポートフォリオと学生コンテンツの学外出展

～「デジタルコンテンツ博覧会ＮＡＧＯＹＡ」への出展

年から毎年 月に名古屋栄のナディアパークで開

催された産学による「デジタルコンテンツ博覧会 」

（実行委員会：名古屋市，中日新聞社，中部ゲーム産学協議

会主催）に 本学は「情報メディア学生プロジェクト」としてブ

ース（図６）を出展し，学生開発によるデジタルコンテンツ作

品や電子ポートフォリオの紹介を行った．本学は 年か

ら 年まで３年連続して出展した．（図６）

例として， 年度の名古屋文理大学の学生作品の出展

内容を列挙すると，表２のとおりである．

現時点 年生 での就職先の希望は？

など 系の就職先を希望

事務職などの就職先を希望

映像系の就職先を希望

音楽系の就職先を希望

マスコミ などの就職先を希望

公務員などの就職先を希望

その他

人 人 人 人 人 人

人

電子ポート フォリ オを作成した実感は？

簡単だった ※ 人
わり と簡単だった

苦労する部分もあった

難しかった

その他

人 人 人 人

電子ポート フォリ オに加えられる作品があるかどう か

独自に制作したものがある

授業等で制作したものがある

加えられるか分からないが作品がある

特に制作していない

その他

人 人 人 人 人

　（ａ）学生食堂での電子ポートフォリオの展示と
　　　  個別指導 

図４ 「電子ポートフォリオ作成講座」（ ）アンケート結果
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４．電子ポートフォリオと学生コンテンツの学外出展

～「デジタルコンテンツ博覧会ＮＡＧＯＹＡ」への出展

年から毎年 月に名古屋栄のナディアパークで開

催された産学による「デジタルコンテンツ博覧会 」
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個別指導の様子
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iPad の画面に動画で学生たちの作成したポートフォリオ

の一部を紹介して展示したり，食堂や学生たちのゼミ室

で個別に「電子ポートフォリオ」の例を見せたりしなが

ら，作成の支援を行ったり，就職活動全般に関する相談

も，支援員が随時行った（図５）．継続的な個別支援によっ

て，電子ポートフォリオの作成と活用の普及を図った．

４．電子ポートフォリオと学生コンテンツの学外出展

　　～「デジタルコンテンツ博覧会ＮＡＧＯＹＡ」へ

　　　の出展

　2014年から毎年12月に名古屋栄のナディアパークで

開催された産学による「デジタルコンテンツ博覧会

NAGOYA」（実行委員会：名古屋市，中日新聞社，中部ゲー

ム産学協議会主催）に , 本学は「情報メディア学生プロ

ジェクト」としてブース（図６）を出展し，学生開発に

よるデジタルコンテンツ作品や電子ポートフォリオの紹

介を行った．本学は2014年から2016年まで３年連続して

出展した．（図６）

　例として，2015年度の名古屋文理大学の学生作品の出

展内容を列挙すると，表２のとおりである．

　デジタルコンテンツ博覧会（図６）に参加した学生か

らは「来場者に展示品を体験してもらうとともに，他の

出展大学や企業と交流し，大いに刺激となった」という

感想が複数あった．2014年の出展以来，この交流をきっ

かけに本学に求人をし，本学の学内企業展に求人ブース

を出展した企業もある．こうした展示会への出展は，電

子ポートフォリオでアピールすべき学生個人の作品を，

学科や大学全体のアピールとして学外に情報発信するこ

学生開発アプリの出展

（ｂ）学生開発のＶＲ（バーチャルリアリティ）システムを体験

（ｃ）電子ポートフォリオ（手前は紙のポートフォリオ）を展示

ｄ 出展ブースで来場者に説明する本学学生

（ ）多数の来場者を得て企業関係者とも交流

図６ デジタルコンテンツ博覧会 への出展

表２ 「デジタルコンテンツ博覧会（ 年）」本学出展内容

（１）学生制作の アプリ

「にわとり式漢字カードアプリＫＡＮＪＩＤＯＲＩ」（ 年生田一真，

法人にわとりの会）

競技かるた練習アプリ「札流し」（ 年後藤昌好）

オリジナル星座作成アプリ「 」（ 年吉澤亨紀）

モバイル展示会デジタルパンフレット（ 年中谷俊貴 他）

（２）スペースバルーンプロジェクト 番組出演の様子（本学から

教員木村亮介，学生 年駒月麻顕らが参加）

（３）レーザーカッターで制作した学生作品（教員木村亮介）

（４）学内で学生が実施したプロジェクションマッピングを紹介する動

くポスター（ 年御家雄一ら）

（５）電子書籍「だから薔薇には棘がある（前編）」紹介ポスター（卒業

生岩佐麻紀ら）

（６）ヘッドマウントディスプレイ ｌ による シューティング体

験（ 年枡岡真里）

（７）脱出ゲーム（ 年坪井智浩）など学生作品ソフトウェア

（その他）研究室の研究テーマなどのパネル 点以上展示

デジタルコンテンツ博覧会（図６）に参加した学生からは

「来場者に展示品を体験してもらうとともに，他の出展大学や

企業と交流し，大いに刺激となった」という感想が複数あった．

年の出展以来，この交流をきっかけに本学に求人をし，

本学の学内企業展に求人ブースを出展した企業もある．こう

した展示会への出展は，電子ポートフォリオでアピールすべ

き学生個人の作品を，学科や大学全体のアピールとして学

外に情報発信することにつながると考えられる．また，学生

は，参加した経験自体を自身の経歴として各自の電子ポー

トフォリオの１ページに残して活用している．

前節で述べた「電子ポートフォリオ作成講座」や個別の指

導では，学生の電子ポートフォリオに，各学生が授業の課題

として制作した作品の他に，博覧会・展示会への出展，コン

テストへの参加歴・受賞歴，インターンシップや企業見学会

への参加や学内でのＳＡ（スチューデントアシスタント）など

の就労体験，専門演習での学習内容や卒業研究の内容の

掲載を促した．学内での研究発表や学会参加などの機会も，

学習の動機や質の向上につなげ，ポートフォリオにも反映

するよう促している．

５．まとめ

年から３年間にわたって「電子ポートフォリオ作成講

座」を開催するなど 活用した電子ポートフォリオ活用に

よる就職活動支援を実施してきた．コンテンツ制作やソフトウ

ェア開発関係の就職を希望している学生が多いにもかかわ

らず 初めて講座を開催した当時は，講座を受けるまで「電

子ポートフォリオ」について知らなかったり，興味を持ちなが

ら実際に作っていなかった学生がほとんどだった．ポートフ

ォリオに載せるべき作品を持っていながら電子ポートフォリ

オの作成に至っていない学生が多く 継続的な講座開催や

　（ａ）学生開発アプリの出展 学生開発アプリの出展

（ｂ）学生開発のＶＲ（バーチャルリアリティ）システムを体験

（ｃ）電子ポートフォリオ（手前は紙のポートフォリオ）を展示

ｄ 出展ブースで来場者に説明する本学学生

（ ）多数の来場者を得て企業関係者とも交流

図６ デジタルコンテンツ博覧会 への出展
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年の出展以来，この交流をきっかけに本学に求人をし，
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した展示会への出展は，電子ポートフォリオでアピールすべ

き学生個人の作品を，学科や大学全体のアピールとして学

外に情報発信することにつながると考えられる．また，学生

は，参加した経験自体を自身の経歴として各自の電子ポー

トフォリオの１ページに残して活用している．

前節で述べた「電子ポートフォリオ作成講座」や個別の指

導では，学生の電子ポートフォリオに，各学生が授業の課題

として制作した作品の他に，博覧会・展示会への出展，コン

テストへの参加歴・受賞歴，インターンシップや企業見学会

への参加や学内でのＳＡ（スチューデントアシスタント）など

の就労体験，専門演習での学習内容や卒業研究の内容の

掲載を促した．学内での研究発表や学会参加などの機会も，

学習の動機や質の向上につなげ，ポートフォリオにも反映
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くポスター（ 年御家雄一ら）

（５）電子書籍「だから薔薇には棘がある（前編）」紹介ポスター（卒業

生岩佐麻紀ら）

（６）ヘッドマウントディスプレイ ｌ による シューティング体

験（ 年枡岡真里）

（７）脱出ゲーム（ 年坪井智浩）など学生作品ソフトウェア

（その他）研究室の研究テーマなどのパネル 点以上展示

デジタルコンテンツ博覧会（図６）に参加した学生からは

「来場者に展示品を体験してもらうとともに，他の出展大学や

企業と交流し，大いに刺激となった」という感想が複数あった．

年の出展以来，この交流をきっかけに本学に求人をし，

本学の学内企業展に求人ブースを出展した企業もある．こう

した展示会への出展は，電子ポートフォリオでアピールすべ

き学生個人の作品を，学科や大学全体のアピールとして学

外に情報発信することにつながると考えられる．また，学生

は，参加した経験自体を自身の経歴として各自の電子ポー

トフォリオの１ページに残して活用している．

前節で述べた「電子ポートフォリオ作成講座」や個別の指

導では，学生の電子ポートフォリオに，各学生が授業の課題

として制作した作品の他に，博覧会・展示会への出展，コン

テストへの参加歴・受賞歴，インターンシップや企業見学会

への参加や学内でのＳＡ（スチューデントアシスタント）など

の就労体験，専門演習での学習内容や卒業研究の内容の

掲載を促した．学内での研究発表や学会参加などの機会も，

学習の動機や質の向上につなげ，ポートフォリオにも反映

するよう促している．

５．まとめ

年から３年間にわたって「電子ポートフォリオ作成講

座」を開催するなど 活用した電子ポートフォリオ活用に

よる就職活動支援を実施してきた．コンテンツ制作やソフトウ

ェア開発関係の就職を希望している学生が多いにもかかわ

らず 初めて講座を開催した当時は，講座を受けるまで「電

子ポートフォリオ」について知らなかったり，興味を持ちなが

ら実際に作っていなかった学生がほとんどだった．ポートフ

ォリオに載せるべき作品を持っていながら電子ポートフォリ

オの作成に至っていない学生が多く 継続的な講座開催や

学生開発アプリの出展

（ｂ）学生開発のＶＲ（バーチャルリアリティ）システムを体験

（ｃ）電子ポートフォリオ（手前は紙のポートフォリオ）を展示

ｄ 出展ブースで来場者に説明する本学学生

（ ）多数の来場者を得て企業関係者とも交流

図６ デジタルコンテンツ博覧会 への出展

表２ 「デジタルコンテンツ博覧会（ 年）」本学出展内容

（１）学生制作の アプリ

「にわとり式漢字カードアプリＫＡＮＪＩＤＯＲＩ」（ 年生田一真，

法人にわとりの会）

競技かるた練習アプリ「札流し」（ 年後藤昌好）

オリジナル星座作成アプリ「 」（ 年吉澤亨紀）

モバイル展示会デジタルパンフレット（ 年中谷俊貴 他）

（２）スペースバルーンプロジェクト 番組出演の様子（本学から

教員木村亮介，学生 年駒月麻顕らが参加）

（３）レーザーカッターで制作した学生作品（教員木村亮介）

（４）学内で学生が実施したプロジェクションマッピングを紹介する動

くポスター（ 年御家雄一ら）

（５）電子書籍「だから薔薇には棘がある（前編）」紹介ポスター（卒業

生岩佐麻紀ら）

（６）ヘッドマウントディスプレイ ｌ による シューティング体

験（ 年枡岡真里）

（７）脱出ゲーム（ 年坪井智浩）など学生作品ソフトウェア

（その他）研究室の研究テーマなどのパネル 点以上展示

デジタルコンテンツ博覧会（図６）に参加した学生からは

「来場者に展示品を体験してもらうとともに，他の出展大学や

企業と交流し，大いに刺激となった」という感想が複数あった．

年の出展以来，この交流をきっかけに本学に求人をし，

本学の学内企業展に求人ブースを出展した企業もある．こう

した展示会への出展は，電子ポートフォリオでアピールすべ

き学生個人の作品を，学科や大学全体のアピールとして学

外に情報発信することにつながると考えられる．また，学生

は，参加した経験自体を自身の経歴として各自の電子ポー

トフォリオの１ページに残して活用している．

前節で述べた「電子ポートフォリオ作成講座」や個別の指

導では，学生の電子ポートフォリオに，各学生が授業の課題

として制作した作品の他に，博覧会・展示会への出展，コン

テストへの参加歴・受賞歴，インターンシップや企業見学会

への参加や学内でのＳＡ（スチューデントアシスタント）など

の就労体験，専門演習での学習内容や卒業研究の内容の

掲載を促した．学内での研究発表や学会参加などの機会も，

学習の動機や質の向上につなげ，ポートフォリオにも反映

するよう促している．

５．まとめ

年から３年間にわたって「電子ポートフォリオ作成講

座」を開催するなど 活用した電子ポートフォリオ活用に

よる就職活動支援を実施してきた．コンテンツ制作やソフトウ

ェア開発関係の就職を希望している学生が多いにもかかわ

らず 初めて講座を開催した当時は，講座を受けるまで「電

子ポートフォリオ」について知らなかったり，興味を持ちなが

ら実際に作っていなかった学生がほとんどだった．ポートフ

ォリオに載せるべき作品を持っていながら電子ポートフォリ

オの作成に至っていない学生が多く 継続的な講座開催や

　（ｅ）多数の来場者を得て企業関係者とも交流

図６　デジタルコンテンツ博覧会 NAGOYA への出展

表２　「デジタルコンテンツ博覧会（2015年）」
本学出展内容 

（１）学生制作の iPad アプリ

　1.「にわとり式漢字カードアプリＫＡＮＪＩＤＯＲＩ」

（3年生田一真，NPO 法人にわとりの会）

　2. 競技かるた練習アプリ「札流し」（3年後藤昌好）

　3. オリジナル星座作成アプリ「My Star Creator」
（1年吉澤亨紀）

　4. モバイル展示会デジタルパンフレット（3年中谷俊貴 他）

（２）スペースバルーンプロジェクト TV 番組出演の様子

　　（本学から教員木村亮介，学生3年駒月麻顕らが参加）

（３）レーザーカッターで制作した学生作品（教員木村亮介）

（４）学内で学生が実施したプロジェクションマッピングを

　　紹介する動くポスター（4年御家雄一ら）

（５）電子書籍「だから薔薇には棘がある（前編）」紹介ポス

　　ター（卒業生岩佐麻紀ら）

（６）ヘッドマウントディスプレイ Oculus による AR シュー

　　ティング体験（3年枡岡真里）

（７）脱出ゲーム（4年坪井智浩）など学生作品ソフトウェア

（その他）研究室の研究テーマなどのパネル10点以上展示
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とにつながると考えられる．また，学生は，参加した経

験自体を自身の経歴として各自の電子ポートフォリオの

１ページに残して活用している．

　前節で述べた「電子ポートフォリオ作成講座」や個別

の指導では，学生の電子ポートフォリオに，各学生が授

業の課題として制作した作品の他に，博覧会・展示会へ

の出展，コンテストへの参加歴・受賞歴，インターンシッ

プや企業見学会への参加や学内での SA（スチューデン

トアシスタント）などの就労体験，専門演習での学習内

容や卒業研究の内容の掲載を促した．学内での研究発表

や学会参加などの機会も，学習の動機や質の向上につな

げ，ポートフォリオにも反映するよう促している．

５．まとめ

　2014年から３年間にわたって「電子ポートフォリオ作

成講座」を開催するなど iPad 活用した電子ポートフォ

リオ活用による就職活動支援を実施してきた．コンテン

ツ制作やソフトウェア開発関係の就職を希望している学

生が多いにもかかわらず ,初めて講座を開催した当時は，

講座を受けるまで「電子ポートフォリオ」について知ら

なかったり，興味を持ちながら実際に作っていなかった

学生がほとんどだった．ポートフォリオに載せるべき作

品を持っていながら電子ポートフォリオの作成に至って

いない学生が多く , 継続的な講座開催や個別相談を通じ

て実践的に作成を支援する必要性を感じた．

　また，電子ポートフォリオ作成は，当初想定したよう

にプレゼンテーションによる自己アピールに直接使うだ

けでなく，ポートフォリオを作成したこと自体が自己分

析のきっかけとなって，自身でまとめたポートフォリオ

を元にして履歴書を作成して就職活動に活用するという

利用法も有効であることが分かった．

　また，この間に，必ずしもクリエイティブ分野ではな

い一般企業から就職採用の過程で電子ポートフォリオの

提出を求められるケースが複数あり，就職活動における

電子ポートフォリオ活用の可能性が拡大することが予想

される．

　本件で支援した情報メディア学科の就職内定率は，支

援前の2013（平成25）年度は81.0％であったものが，支

援策をはじめた2014（平成26）年度に94.0％，2015（平

成27）年度には96.2％と向上（いずれも年度末３月31日

集計値）し，2016年度も中間集計で前年同月割合を上回っ

て推移している．従来からの支援の強化や景気向上の効

果に加えて，キャリア支援センターを中心として，就職

委員会，情報メディア学科の演習指導教員らの連携によ

る支援に，本件で報告した支援員による支援策を加えた

多角的な就職支援策が，功を奏していると考えられる．

　今後さらに大学１年次から電子ポートフォリオを作成

し，学生自身が将来に向けてのキャリアデザインに利用

するだけでなく，在学中の学習にも活用できるようにし

たい．今回報告した「デジタルコンテンツ博覧会」や学

会などでの学生の研究発表など，今後も，学生の開発コ

ンテンツや研究成果を学内外に発表できる機会を提供し

つつ，同時に，学習から就職まで継続的な電子ポートフォ

リオの活用を支援していきたい．
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